
午後 １時００分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

次に、田村議員。

〔田村議員質問席へ〕

○田 村議 員 会 派自 由 創政、 打っ て出 る米子 市を 目指す 田村 謙介

でご ざい ます。 令和 ７ 年３月 議会 、一 般質問 最終 登壇と いう こと

で、全力で頑張ってまいりたいと思います。

今 回は 、用途 廃止 施 設の利 活用 につ いて、 シテ ィプロ モー ショ

ンの 推進 につい て・ ７ 、そし て、 米子 城跡の 復元 とにぎ わい 創出

につ いて ・１８ とい う ことで 、３ 項目 お伺い をし てまい りま す。

当局の明快な御答弁をよろしくお願いいたします。

ま ず、 市公共 施設 が もう使 わな いよ という 状況 になる 、こ れ既

に保 育園 である とか 散 見され ると こで ありま すが 、現在 、そ うい

った施設等の状況、どのようになっているか伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 用 途 廃止と なっ た施 設につ いて でござ いま すが、

直近 １０ 年でお 答え い たしま すと 、そ のうち 、利 活用に 至っ たも

のが 、売 却とし て２ 件 、売却 予定 、こ れは売 却中 も含み ます けれ

ども 、３ 件、避 難場 所 など別 の用 途で 利活用 して いるも のが ５件、

地元 要望 として 、今 、 協議中 のも のを 含みま す利 活用の 案件 が３

件、 民間 への無 償譲 渡 したも のが ２件 ござい ます 。利活 用に 至っ

てい ない 施設は 、建 物 除却後 、更 地と なり、 小さ い土地 だっ たた

め、 処分 できて いな い ものが １件 ござ います 。そ のほか の２ 件は

借地だったため、その除却した後、返地しております。



○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 よ く分 か りまし た。 この １８件 とい うもの をど のよ

うに する かとい うこ と で、先 ほど 御答 弁いた だき ました が、 その

利活 用に ついて の協 議 、これ はど のよ うにな って おるん でし ょう

か伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 協 議 につい ての お尋 ねでご ざい ますが 、用 途廃

止後 は、 原則と して 売 却する とい うの が市の 基本 的な方 針で ござ

いま すが 、他の 部局 に よる利 活用 希望 や地元 など による 利活 用の

要望 など があれ ば、 協 議、検 討を 進め ること とし ており ます 。事

例と いた しまし ては 、 保育園 跡地 につ いて、 庁内 関係課 で検 討の

上、地元に御相談しながら、他用途で活用した例がございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 それ では 、その 利活 用につ いて 、実

際の具体例というものはどのようなものがあるのか伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 具 体 例でご ざい ます けれど も、 平成２ ９年 度末

に、 米子 養護学 校、 こ ちらの ほう を用 途廃止 した 後に、 令和 ４年

度か ら不 登校児 の学 び の場で ござ いま すぷら っと ホーム とし て利

活用 とし ている 例や 、 令和３ 年度 末に 春日保 育園 を用途 廃止 した

後、 令和 ４年度 から 地 元のま ちづ くり 協議会 で利 活用し てい る例

がございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 今議 会で も話題 とな ってお りま した

弓浜 地区 の義務 教育 学 校新設 によ り不 要とな る学 校、こ れの 利活



用についての本市の方針を伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 利活 用方 針で ござい ます が、義 務教 育学

校設 立に 伴いま して 閉 校とな りま す美 保地区 の４ 校につ きま して、

地域 活性 化の拠 点と し ての活 用を 図る ため、 民間 活力を 生か した

利用 方針 、これ を基 本 方針と いた して ござい ます 。そこ で、 令和

６年 の１ 月９日 から ５ 月３１ 日ま での 約５か 月間 、民間 事業 者の

皆様 方か らの活 用ア イ デア募 集を 目的 といた しま したサ ウン ディ

ング型市場調査を行ったところであります。以上でございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 この 民間 のサウ ンデ ィング 調査 なん

です けれ ども、 残念 な がら先 送り とな ってし まい ました 。実 際に

提案 いた だいた 内容 と いうの はど うい ったも のが ありま した でし

ょうか伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 この 調査 にお きまし ては 、３事 業者 から

御提 案を いただ きま し た。大 きく ４点 ござい まし た。一 つは 、健

康、 食事 、教育 、就 労 、防災 、こ うい った機 能を 有した 複合 施設、

また 音楽 専門学 校を 主 とした にぎ わい 拠点施 設、 さらに 、障 がい

者の 入居 施設を 主と し た地域 福祉 の拠 点施設 、も う一つ は、 仕事

を退 職し た元気 な高 齢 者の方 が快 適に 暮らす ため の住居 を主 とし

た複合施設、以上４点でございました。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 そ れで 、 私、母 校が 旧日 新小学 校な んです けれ ども、

校舎 は埋 蔵文化 財セ ン ターで すか 、そ ういっ た活 用もさ れて おら



れる んで すけれ ども 、 体育館 が、 やは り何も 手つ かずの まま であ

ると いう ことで 、現 在 、米子 市の 歴史 資料群 がそ の体育 館の 中に

放置 状態 にある と。 こ れ以前 、岡 田議 員も指 摘を された 記憶 があ

りま すが 、こう いっ た ものに つい て今 後どの よう にされ てい くの

か、方針を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 旧日新 小学 校体 育館に は、 山陰歴 史館 に収

蔵で きな い民具 や鉄 道 関係の 収蔵 品を 保管し てお ります 。今 後は、

でき るだ け早い 時期 に 文化財 の収 集保 管基準 を策 定しま して 、令

和９ 年度 に予定 して お ります 山陰 歴史 館の改 修に 合わせ て、 収蔵

品の整理を行うこととしております。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 山 陰歴 史 館に収 蔵で きな いとい うこ とで、 今回 、新

たに 令和 ９年度 に入 れ ていく とい うお 話あっ たん ですけ れど も、

やは り数 を見て ます と 、相当 にあ ぶれ るとい うの が想像 でき ます。

これ らの ものに つい て は、や はり そこ にずっ と置 いてお くの では

なく 、本 市の非 常に 歴 史上重 要な 、極 めて貴 重な 資料と いう もの

も多 々あ ります ので 、 市民の 皆様 方に 見てい ただ けるよ うな 、そ

うい った 施策が 必要 な んじゃ ない かと 思って おり ます。 見解 を伺

います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 旧日新 小学 校体 育館に 保管 してお りま す収

蔵品 につ きまし ては 、 現在も 山陰 歴史 館の常 設展 の展示 品の 入替

えや 企画 展での 展示 に 活用を して おる ところ でご ざいま す。 議員

から 御指 摘をい ただ い たこと はそ のと おりで ござ いまし て、 より



多く の方 に見て いた だ けるよ う、 今後 も展示 場所 や展示 方法 など

を考えていくことにしております。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ぜ ひお 願 いしま す。 あの 旧日新 小学 校とい うの は高

台に あり まして 、周 辺 の青木 地区 とか 永江の 一部 、また 福市 等の

災害 時の 避難場 所と し て再指 定を して いただ いた ところ でも あり

ます 。そ ういっ たス ペ ースが 、そ うい った歴 史、 資料群 に埋 もれ

てる とい う状況 は早 急 に解消 いた だき たいと 、こ れは要 望し たい

と思います。

次 に伺 います 。学 校 給食セ ンタ ーが できま した 。これ によ って、

各学 校で の調理 とい う のがな くな った という こと になり ます が、

この余剰となった各学校の給食施設、これの現状を伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 セ ンタ ー方式 への 移行後 、余 剰と

なっ た各 学校の 給食 施 設の現 状に つい てでご ざい ますけ れど も、

給食 セン ター方 式に 移 行後も 、現 在も そのま まと なって おり ます

施設 は、 五千石 小学 校 と彦名 小学 校の ２校で 残っ ており まし て、

面積 とい たしま して は 、五千 石小 学校 が約２ ００ 平方メ ート ル、

彦名小学校が約７０平方メートルでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 その 施設 につい て、 今後の 活用 方針

というのは、何か市で持ってらっしゃるでしょうか伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 当 該給 食施設 の今 後の活 用方 針に

つい てで ござい ます け れども 、給 食施 設は調 理と いう特 定の 目的



のた めに 整備さ れま し た施設 でご ざい ますこ とか ら、現 状の まま

でほ かの 用途に 使用 す るとい うこ とは 大変難 しゅ うござ いま す。

また 、転 用のた めに は 多額の 整備 費用 が想定 され ますこ とか ら、

五千 石小 学校の 施設 に ついて は、 現時 点では 具体 的な計 画を 持ち

合わ せて ないと ころ で ござい ます 。ま た、彦 名小 学校の 施設 につ

きま して は、現 在、 倉 庫とし て使 用し ている とこ ろでご ざい ます。

以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 また して も私の 地元 、五千 石小 学校

の問題ということになってまいりました。

こ こで 、ちょ っと 視 点を変 えて お聞 きしま すが 、なか よし 学級

の実 施の 状況、 校内 運 営、別 棟運 営等 あると 思い ますが 、そ れに

ついて状況を伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 なか よし 学級 の実施 の状 況につ いて でご

ざい ます が、な かよ し 学級の 運営 場所 につき まし ては、 既存 公共

施設 の有 効活用 の観 点 から、 空き 教室 を活用 する など、 校舎 内で

の運 営を 基本と して お りまし て、 現在 、なか よし 学級で 使用 して

いる 全２ ３施設 のう ち 、１３ 施設 が学 校の校 舎内 、校舎 内が 活用

でき ない 施設は ８施 設 があり まし て、 学校敷 地内 の別棟 、ま た２

施設が児童館で運営しております。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 では 、こ のなか よし 学級の 外部 団体

への委託状況をお伺いします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。



○瀬 尻こ ども総 本部 長 なか よし 学級 の外郭 団体 への委 託状 況に

つい てで ござい ます が 、現在 は地 域住 民で組 織す るＮＰ Ｏ法 人に

運営 を委 託して おり ま す崎津 小の なか よし学 級の みでご ざい ます

が、 今後 、五千 石な か よし学 級に つき まして も、 地域住 民で 組織

する団体への運営委託を予定しているところでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 そ れで 、 今実際 に、 ３年 前から 地元 団体が 、そ こを

委託 を受 けてス ター ト をして ると 、正 式な登 録で はない とい うふ

うに は聞 きまし たけ れ ども、 もう 既に スター トし てるん です けれ

ども 、や はり要 望が い ろいろ 上が って おりま す。 お聞き しま すと

ころ によ ります と、 今 、校舎 の２ 階で 子ども たち を見て るん だけ

れど も、 例えば お迎 え 、親御 さん が来 られた とき に、先 生を 残し

て、 もう １人の 先生 が １階に 連れ て降 りると 、も うそれ だけ でも

時間 がか かるん です け れども 、入 り口 で親御 さん と対面 した とき

に、 いろ んな相 談を 受 けるん だと 、お 子さん につ いての です ね。

それ とか 、いろ んな 申 し送り があ った りする と、 やはり すぐ 帰れ

ない とい う状況 が発 生 してて 、そ の間 、目が 行き 届かな い状 況が

ある とい うこと で、 こ れ、何 とか なら ないの かな という ふう なお

声を頂戴いたしました。

先 ほど お話が 出ま し た利活 用の 方針 がない とお っしゃ った 旧給

食施 設、 これの 活用 と いうも のは 考え られな いの でしょ うか 伺い

ます。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 旧給 食施 設の 活用に つい てでご ざい ます

が、 五千 石小の 旧給 食 施設に つき まし ては、 なか よし学 級の 運営



に携 わる 地域住 民の 方 々から 、今 後の 運営場 所と して活 用し たい

との要望があったところでございます。

な かよ し学級 の運 営 場所に つき まし ては、 先ほ ども述 べま した

とお り、 既存公 共施 設 の有効 活用 の観 点から 、空 き教室 を活 用す

るな ど、 校舎内 での 運 営を基 本と して おりま して 、五千 石小 学校

につ きま しても 、ほ か のなか よし 学級 と比較 いた しまし て、 運営

上、 特段 の支障 があ る とは言 えな いこ とから 、今 後も引 き続 き、

校舎内での運営を続けていきたいと考えております。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 既 存公 共 施設の 有効 活用 の観点 から とおっ しゃ いま

した けれ ども、 やは り 何でし ょう か、 できな い理 由とい うの がす

ごく 薄い なとい うふ う に思う んで す。 改修し たり とか、 いろ んな

こと でち ょっと 考え れ ばでき そう なも のなの にと いうふ うに 私は

考えるのですけれども、できない理由、もう一度お伺いします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 活用 でき ない 理由に つい てでご ざい ます

が、 先ほ ども述 べま し た理由 のほ かに 、旧給 食施 設は調 理と いう

特定 の目 的のた めに 整 備され まし た施 設でご ざい まして 、そ の転

用の ため には多 額の 整 備費用 が想 定さ れます こと などが 上げ られ

ます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま す。私 も見 させ ていた だき ました 。校 長先

生に お願 いして 、実 際 になか よし 学級 運営さ れて いる先 生方 と見

させ てい ただい たん で すけれ ども 、中 には、 使っ ておっ た調 理器

具と か、 大きい 窯と か 、まだ 残置 して おりま して 、この まま じゃ、



ちょ っと 無理か なと い うふう に思 うん ですけ れど も、や はり そう

いっ たも のは転 売も で きるし 、ど んど ん出せ れる んじゃ ない かと

いう お話 がござ いま し た。ま た、 それ を長年 ずっ と放置 して おく

と、 転売 もでき ない 、 次の利 活用 もで きない 、朽 ちてし まう とい

うこ とを 考えま すと 、 やはり 早期 にそ ういっ たこ とはし ても いい

んじゃないかなというふうに考えております。

ま た、 この団 体さ ん なんで すけ れど も、自 分た ちで、 もう けの

ため に自 発的に 始め ら れたと いう こと ではな く、 ３年前 に、 米子

市の ほう から地 域で や っても らえ ない かとい うふ うな依 頼を 受け

て結 成さ れてる とい う 経緯か らし て、 やはり そう いった 民間 団体

の意 向と いうも のは し っかり 酌ん でい ただき たい という ふう に、

私は 地域 の代表 とし て 申し上 げた いの ですけ れど も、こ のな かよ

し学 級の 運営に つい て 、給食 施設 の活 用がで きる ような 検討 とい

うのはできないんでしょうか、再度お伺いします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 活用 の検 討に ついて でご ざいま すが 、校

舎内 で運 営して いく こ とは基 本と いた します が、 子育て 施策 の一

翼を 担っ ていた だい て いる地 域住 民の 方々の 御意 向は重 要で 、尊

重す べき もので ある こ とを鑑 みま して 、多額 の整 備費用 をか けず、

児童 の送 迎等に 対応 し やすい 運営 がで きるよ うな 方策が ない かな

ど、 委託 予定先 の方 々 と一緒 にな り、 検討し てい きたい と考 えて

おります。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 ぜひそ うい った団 体さ んに

しっ かり 寄り添 って い ただき たい とい うふう に思 います し、 やは



りお 子さ んも、 例え ば １階だ った ら、 裏口を 開け れば、 そこ に車

で来 ても らって 、親 御 さんに 引き 渡せ るとい った ことも でき るん

だと いう ふうに おっ し ゃって おら れま した。 また 、多額 の費 用と

いう お話 もあり まし た が、様 々、 手出 し分は どち らが持 分が とい

うお 話あ ると思 いま す けれど も、 いろ いろ工 夫し ていた だい て、

しっ かり とお話 をし て いただ きた い、 これは 要望 してお きた いと

思います。引き続きどうぞよろしくお願いをいたします。

続 きま して、 大要 ２ 項目め 、シ ティ プロモ ーシ ョンの 推進 につ

いて・７ということで、これをお伺いしたいと思います。

まず最初に、市広報の基本的な考え方についてお伺いします。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 基 本 的な考 え方 につ いてで ござ います が、 様々

な媒 体を 活用し 、本 市 の魅力 や資 源を 市内外 に効 果的に 発信 する

こと によ りまし て、 認 知度や 地元 への 愛着を 向上 させる とと もに、

来訪 者の 増加や ふる さ と納税 など の行 動につ なげ ること を目 指し

て取り組んでいるところでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 以前 、私 、この 議場 で、米 子市 独自

の観 光大 使制度 がな い という こと につ いて指 摘を させて いた だき、

市長 から 同意を いた だ いたと いう こと で、令 和６ 年６月 に市 の観

光広 報大 使制度 とい う のがで きま した 。これ につ いての 現状 、ど

のようになっているのかを伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 議 員 御紹介 いた だき ました とお り、令 和６ 年６

月に 、米 子市観 光協 会 の米子 ふる さと 観光大 使制 度と統 合し 、新



たに 創設 いたし まし た 米子市 ふる さと ＰＲ大 使に ついて は、 現在、

４１ 名の 方に就 任し て いただ いて おり ます。 各方 面で本 市の ＰＲ

活動 を行 ってい ただ い ている とこ ろで ござい ます 。令和 ６年 １２

月に は新 制度を 創設 後 、第１ 号と して 、俳優 の山 本舞香 さん に就

任していただいたところでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 山本 舞香 さん、 非常 に有名 な方 です

し、 人選 として は間 違 いなか った んだ なとい うふ うに、 私も 歓迎

したいと思います。

そ れで 、委嘱 、先 ほ ど４１ 名と いう お話が あり ました けれ ども、

以前 もこ の議場 で指 摘 をさせ てい ただ きまし た、 １回委 嘱を した

方が 継続 的にそ れぞ れ の持ち 場と いう んです かね 、その 活動 され

てら っし ゃる場 で、 こ の米子 市を しっ かりと 広報 してい ただ ける

のか なと いうこ とに つ いては 、例 えば 就任式 のと きに、 委嘱 状と

名刺 １０ ０枚お 渡し し て、写 真撮 って 、おし まい という よう なこ

とが 多い んです けれ ど も、こ れ、 継続 的にや はり 本市を ＰＲ して、

シテ ィプ ロモー ショ ン の観点 から 継続 的なＰ Ｒ活 動をし てい ただ

くと いう ことを 考え ま すと、 委嘱 以降 の活動 につ いても 、し っか

りと 継続 的なタ ッチ が 必要な んだ とい うこと を以 前指摘 をさ せて

いただきました。それについての見解を伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 継 続 的なタ ッチ 、接 触とい うこ とでご ざい ます

けれ ども 、大使 の方 々 へは、 定期 的な 市政情 報な どの提 供の ほか、

例年 １月 に東京 で開 催 いたし ます 交流 会にお 招き をし、 直接 市の

取組 の説 明や意 見交 換 を実施 して いる ところ でご ざいま す。 今後



も、 大使 とは定 期的 に コミュ ニケ ーシ ョンを 図り 、本市 のＰ Ｒ活

動に御尽力いただきたいと考えておるところでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 継続 的な タッチ 、こ れは非 常に 大事

だと思います。ぜひよろしくお願いをしたいと思います。

次 、シ ティプ ロモ ー ション の中 の鉄 道のま ち米 子につ いて をお

伺い しま す。私 は、 も う自他 とも に認 めると いい ましょ うか 、鉄

道オ タク でござ いま す 。鉄道 オタ ク歴 ４５年 やっ ており まし て、

今は ない んです けれ ど も、山 陰鉄 道研 究会と いう 祖田さ んと いう

方が やっ てらっ しゃ っ た団体 にも 、私 、所属 をし とった とい うこ

とで あり まして 、鉄 道 につい ては 特に こだわ りが 強いと いう こと

でご ざい ます。 本市 は 何度も 取り 上げ させて いた だきま した が、

名実 とも に鉄道 のま ち 米子で あり ます が、こ のシ ティプ ロモ ーシ

ョン にお いて、 やは り 私もず っと 以前 から考 えま すに、 それ を推

して る雰 囲気と いう ん ですか ね、 あま り伝わ って こない 。他 市の

人に も、 それ、 刺さ っ てない んじ ゃな いかな とい うふう に考 えて

おり まし て、平 成２ ８ 年の３ 月か ら、 何度も 何度 も鉄道 のま ち米

子と いう テーマ で、 例 えばシ ンボ リッ クなも のと して、 ＳＬ の、

湊山 公園 に放置 状態 、 僕が見 たと きは ですよ 、廃 れてお って とい

うこ とで 指摘を した こ ともあ りま す。 その後 、塗 りまし たと いう

御答 弁も 頂戴し てお る んです けれ ども 、あと 、せ っかく 残っ てる、

扇形 車庫 、転車 台、 あ そこの 中に 収納 したら どう でしょ うか とか、

駅の 南側 にああ いっ た 留置線 、そ こに ＳＬを 移動 したら どう かと

か、いろいろ御提案してまいりました。

こ れは ですね 、令 和 ２年３ 月に は門 脇議員 も同 様に、 駅構 内等、



周辺 への 移設と いう も のを提 案さ れ、 また令 和４ 年７月 議会 でも、

中田 議員 が同様 の提 案 をされ てる と。 昨年１ ２月 議会で 、中 田議

員の 質問 に対し て、 だ んだん 広場 への 移設を する という こと で、

非常 に私 も喜び まし た し、さ すが 鉄道 会社の ＯＢ の方が いる と違

うな とい うふう に私 も 感動し たわ けで ござい ます が、非 常に あり

がたかったというふうに思っております。

し かし ながら 、先 ほ どから 言っ てま すよう に、 鉄道の まち 米子

とい うも のにつ いて 、 ＰＲは どこ が所 管をし て、 どこが 何を やっ

てい るん だとい うこ と が全く 伝わ って きてな い現 状がご ざい ます。

それについてのＰＲの実施状況を伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 Ｐ Ｒ につい ての お尋 ねでご ざい ますが 、そ の所

管に つき まして は、 内 容ごと に個 別に 判断し 、関 係課と 連携 を取

りな がら 実施し てい る ところ でご ざい ます。 実施 状況に つき まし

ては 、広 報よな ごの 、 これは 令和 ３年 １月号 にお きまし ては 、米

子駅 のリ ニュー アル や がいな ロー ドの 完成に 向け た周知 、機 運醸

成を 目的 に、鉄 道の ま ち米子 と題 しま して、 特集 の記事 を掲 載し

たと ころ でござ いま す 。また 、山 陰歴 史館に おき まして 、鉄 道の

常設 展示 と鉄道 の街 「 米子の 鉄市 」実 行委員 会に よるＮ ゲー ジの

展示 運転 や操作 体験 を 実施し てお りま す。さ らに 、ＪＲ と連 携い

たし まし て、観 光列 車 、銀河 のお もて なしな どへ の参加 によ る観

光Ｐ Ｒ、 山陰の 歴史 を めぐる パン フレ ット作 成な ど、鉄 道を 通し

た本 市へ の誘客 を図 っ ている とこ ろで ござい ます 。また 、３ 月２

０日 には 、全国 の鉄 道 のまち の連 携イ ベント が埼 玉県の 大宮 駅で

開催 され る予定 でご ざ います が、 そこ にＪＲ 西日 本山陰 支社 とと



もに 出展 を計画 して お り、本 市の 魅力 を発信 する ことと して おる

ところでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 ぜひ もう ちょっ と顕 在化し て、 もっ

とも っと アピー ルが 必 要なん じゃ ない かなと いう ふうに 思い ます

し、 先ほ どの御 答弁 で はおっ しゃ られ ません でし たが、 ＰＲ の所

管に つい ては決 まっ た 所管が ない とい うふう に回 答をい ただ いて

おり ます 。これ は、 や はりシ ティ プロ モーシ ョン の観点 から いえ

ば、 例え ば秘書 広報 で も観光 課で もい いので 、し っかり とお 決め

いた だい て、そ こが 腰 を据え てし っか りとや って いく、 これ が必

要なんじゃないかということを指摘したいと思います。

続 きま して、 これ も 以前か ら言 って おりま した シンボ リッ クな

米子 の鉄 道遺産 とい う ことで 、旧 特急 やくも 号３ ８１系 、こ れが

保存 展示 につい て、 何 度も何 度も この 場でお 願い をして おり まし

た。 令和 ２年１ ２月 議 会にお いて は、 鉄道資 料と して観 光資 源と

なり 得る 可能性 があ る との御 答弁 を頂 戴して おり ました が、 その

車両 もど んどん 廃棄 さ れ、今 では 残り １編成 のみ となっ てし まい

まし た。 これに つい て 、やは り今 が保 存活用 を訴 えかけ る最 後の

チャ ンス なんじ ゃな い かなと いう ふう に考え ます が、本 市の 見解

を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 こちら につ きま しては 、令 和６年 ６月 にも

答弁 いた してお りま す が、や くも ３８ １系の 保存 展示に つき まし

ては 、Ｊ Ｒ西日 本本 社 車両部 にお きま して、 アス ベスト が混 入さ

れて る車 両であ るた め 譲渡が でき ない との整 理を いただ いて おり



ます 。こ れは、 直近 の 確認で も方 針は 変わっ てお りませ ん。 これ

まで もＪ Ｒ西日 本と は 、鳥取 の「 鳥鐡 旅ノス スメ 」であ りま すと

か、 サイ コロき っぷ な どの周 遊企 画へ の参画 など 連携を して おら

れま す。 引き続 き連 携 を図り なが ら、 鉄道を 活用 した観 光振 興に

努めてまいりたいと考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 こ れ、 ち ょっと 残念 なん ですね 。Ｊ Ｒさん おっ しゃ

った とい うこと は分 か るんで すし 、聞 かれた とい うこと は感 謝申

し上 げた いと思 うん で すけれ ども 、や はり鉄 道博 物館等 行き ます

と、 同様 の３８ １系 と いうの は展 示さ れてる わけ であり ます 。米

子の ３８ １系だ けが 問 題があ ると いう ふうに 、今 の答弁 では 受け

取れ るん ですが 、や は りそう いっ た処 理をす れば 展示で きる とい

うこ とで ござい ます の で、こ れに つい ては私 も最 後まで あら がい

たい なと 思って おり ま す。引 き続 きぜ ひ御検 討い ただき たい 、こ

れは切に要望したいと思います。

次 です けれど も、 先 ほど、 冒頭 述べ ました ＳＬ のだん だん 広場

の移 設と いうこ とに つ きまし て、 私は 当初、 その さびつ いて ると

いう こと と、あ と、 湊 山公園 の遊 んで る子ど もは もちろ ん、 子育

て世 代も その車 体に 郷 愁を感 じな いと いうこ とで 、やは りあ るべ

きと ころ という のは 鉄 道のま ち米 子と した、 米子 駅の周 辺、 もう

私は 、扇 形車庫 いう 主 張をず っと して おりま した 。また 、裏 側と

か、 南口 という 主張 を してお りま した けれど も、 駅前で とい うこ

とで 、だ んだん 広場 、 これは 感謝 して ますし 、非 常によ かっ たと

思う んで すけれ ども 。 やはり 鉄道 のま ち米子 とい うこと を考 えま

すと 、そ の置く 場所 な んです けれ ども 、以前 は、 今みた いな 駅ロ



ータ リー がある 前は 、 この新 駅舎 の左 横に旧 駅舎 がある んで すけ

ど、 その 真横に ＳＬ っ て置い てあ った んです ね、 長年、 四十 数年

前で すけ れども 、私 、 その記 憶が すご くある んで すけど 。や はり

駅前 にあ るとい うこ と が、シ ンボ リッ クなも のと しての ある 場所

だと いう ふうに 考え て おりま す。 これ につい て、 駅正面 、山 陰鉄

道発 祥の 地のモ ニュ メ ントが ある んで すが、 あの 辺りに 置け ない

もの か、 また、 検討 い ただけ ない かい うこと につ いての 見解 を伺

います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ＳＬの 米子 駅周 辺への 移設 は、米 子駅 を訪

れた 方が 、さら に鉄 道 のまち 米子 を感 じても らう ととも に、 駅周

辺の 魅力 向上を 図る こ とを目 的と して おりま す。 米子駅 によ り近

い駅 正面 へのエ リア 、 シャミ ネ米 子の セブン －イ レブン のあ る前

辺り なん ですけ ども 、 そこは スペ ース が限ら れて おりま して 、幅

約３ メー ター、 長さ ２ ０メー ター のＳ Ｌを移 設い たしま すと 、滞

留空 間と しての スペ ー スが大 きく 制限 される こと が予想 され ると

ころでございます。

一 方、 だんだ ん広 場 には十 分な スペ ースが ござ いまし て、 配置

等の 自由 度も高 く、 ま た移設 後に おい ても、 広場 内のイ ベン ト等

への 利活 用の影 響は 少 ないた め、 だん だん広 場へ 移設す るこ とと

いたしたものでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま す。今 の現 状か らいえ ば、 大きい もの を置

くと いう のはや はり 無 理があ るな とい うのは 私は 分かる んで すが、

シャ ミネ 前の広 場の 山 陰鉄道 発祥 の地 のモニ ュメ ントの 裏側 、要



は後 ろに 植栽が あり ま す、緑 のエ リア が。そ こ、 かなり の広 さで

して 、あ そこを なら し て、あ そこ だっ たら置 ける し、前 を通 る車

から もよ く見え ると い うこと にな りま すし、 双方 からい いん じゃ

ない か、 またそ の広 場 のスペ ース も確 保でき ると いうこ とに なり

ます ので 、これ につ い ては、 引き 続き 、山陰 発祥 の地の モニ ュメ

ント と並 べて置 くと い うよう なこ とを 再考い ただ ければ とい うふ

うに 思い ますし 、こ れ は強く 要望 した いと思 いま す。せ っか く置

くの です から、 やは り 正面、 人の 動線 外に置 くの ではな く、 動線

の上 にあ るとい うの が 本来だ と思 いま すし、 新橋 駅なん かも 、み

んな 目の 前のＳ Ｌが Ｓ Ｌ広場 とい うこ とで待 ち合 わせ場 所に なっ

たり とい うこと を考 え ますと 、待 ち合 わせ場 所が だんだ ん広 場と

いう のは ちょっ と考 え にくい のか なと いうふ うに 考えま す。 そこ

は一つ御検討いただきたいと、これは要望したいと思います。

次 です 。以前 、こ の 議会で 、法 勝寺 電車の １０ ０周年 とい うも

のを 、南 部町が 一生 懸 命やっ てら っし ゃると いう ことを 御紹 介し

まし た。 そして 、１ 年 後の今 年で すね 、米子 市電 、これ 米子 駅か

らず っと 中国電 力の と こ曲が って 、皆 生まで 行っ てたと いう 市電

があ った んです ね。 ま た下町 のほ うも ずっと 回っ てたと いう 路線

もあ った ようで すが 、 これが 開業 １０ ０年と いう ことで あり ます。

しか しな がら、 この 提 案して きた 機を 捉まえ てと 、以前 から 指摘

して まい りまし たが 、 これに つい ての 予算措 置が ちょっ と見 受け

られ なか ったん です ね 。これ につ いて 、結局 何も しない のか なと

いう ふう に考え てま す が、実 際ど のよ うに考 えて おられ るの かを

伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。



○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、米 子市 電でご ざい ますが 、今 年が

開通 １０ ０周年 の年 で ござい ます 。以 前も御 提案 をいた だき まし

た。 私ど も、鉄 道の ま ち米子 の歴 史に おいて も記 念すべ きも ので

ある と認 識をし てご ざ います 。今 議会 にも当 初予 算、提 出を して

ござ いま すが、 いろ い ろな事 業を 提案 してご ざい ますが 、そ の中

で、 よな ご公共 交通 フ ェスタ とい う事 業も提 案を してご ざい ます。

可能 であ ればそ うい っ た場を 通じ て発 信など を検 討して まい りた

いというふうに考えてございます。

ま た、 法勝寺 電車 の ことも 触れ てい ただき まし た。以 前、 担当

局長 から 御説明 した と おり、 昨年 が１ ００年 であ りまし て、 南部

町と 一緒 に取り 組ん だ 経過が ござ いま す。今 後に つきま して は、

今、 元町 パティ オ広 場 の法勝 寺電 車、 今年度 屋根 を整備 した わけ

でご ざい ますが 、今 後 につき まし ては 、車両 の修 繕も検 討し てい

きた いと いうふ うに 考 えてご ざい ます 。本市 の鉄 道資源 とし て今

後と も有 効に活 用し て まいり たい と考 えてご ざい ます。 以上 です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 車両 の修 繕等も 入れ るとい うこ とで

あり まし たけれ ども 、 これに つい ては １００ 年記 念事業 とい うふ

うに うた ったほ うが い いと思 いま す。 そうや って 市民の 方に も分

かり やす く、そ うい う 歴史が あっ たん だとい うこ とをぜ ひ周 知い

ただ ける ような 御努 力 をいた だき たい という ふう に要望 した いと

思います。

続 きま して、 とっ と りふる さと 大使 特別展 示に ついて お伺 いを

いた しま す。以 前か ら 私自身 が日 向坂 ４６と いう グルー プの ファ

ンで ある と、「 おひ さ ま」と いう んで すけれ ども 、であ ると いう



こと もご ざいま すし 、 当初は これ 、実 は門脇 議員 から教 えて いた

だい たん ですけ れど も 、地元 でこ んな 子が出 るよ という こと で私

もび っく りした わけ で ありま す。 お調 べする と非 常に活 躍を され

てお るし 、ぜひ これ は 応援し てい きた いとい うこ とで、 令和 ４年

１２ 月議 会以降 、度 々 紹介、 提案 をさ せてい ただ きまし た。 やっ

と実 は今 日が最 終日 と いうこ とに なり ますが 、こ のとっ とり ふる

さと 大使 の特別 展示 、 これど うい うも のだっ たの か総括 を伺 いま

す。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 特 別 展示に つき まし ては、 鳥取 県出身 でと っと

りふ るさ と大使 であ る 日向坂 ４６ のメ ンバー 、山 口陽世 さん と平

尾帆 夏さ んのお 二人 の グッズ など を全 国のフ ァン の方か らお 借り

をし て、 ファン の皆 様 の御協 力の 下、 ２月３ 日か ら本日 まで 展示

をす るこ ととし たも の でござ いま す。 この展 示に 係りま す市 の公

式Ｘ の合 計表示 回数 は 約６０ 万回 、ポ ストの クリ ック、 リポ スト、

返信 、フ ォロー 、い い ねなど の合 計は ３万回 近く あった ほか 、関

連す る多 くの投 稿や 反 応がご ざい まし て、本 市の ことを 全国 の多

くの 方に 認知し てい た だくき っか けと なった もの と考え てお りま

す。 ネッ ト上の コメ ン トや来 訪者 から は、展 示に 対する 感謝 や市

役所 でこ の規模 感で 展 示して くれ るの はすご い、 新たな 観光 地に

なり そう などの 声を い ただき 、大 変好 評であ った と考え てい ると

ころでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 よ かっ た ですね 、や って 。展示 につ いては 、も うこ

れ田 村議 員、お 任せ し ますと いう ふう に言わ れて 、私も えっ と思



った んで すけれ ども 、 いろい ろや らせ ていた だき ました 。特 にお

支え いた だいた 秘書 広 報課の 皆様 には 大変感 謝を してお ると ころ

でございます。ありがとうございました。

こ れ、 私かね がね 言 ってる マネ タイ ズにつ いて ちょっ と考 えた

場合 に、 実際に 今回 の 特別展 示に よる 経済効 果っ ていう のは どれ

ぐらい市としては考えていらっしゃるのか伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 経 済 効果に つい てで ござい ます けど、 なか なか

はか るの は難し いと こ ろでは ござ いま すけれ ども 、関東 、関 西な

ど、 遠方 から多 くの 来 場をい ただ いて おりま して 、芳名 帳に 記載

され た来 訪者、 ７７ 名 の方の お名 前が ござい ます 。その ７７ 名の

方の を集 計した だけ で も、数 百万 円ぐ らいの 経済 効果は あっ たも

のと 考え ている とこ ろ でござ いま す。 ただ、 その ほか芳 名帳 に記

入の なか った方 、こ う いった 方も 多く いらっ しゃ います ので 、さ

らに 多く の経済 効果 が あった もの と考 えてお ると ころで ござ いま

す。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 では 、こ の費用 対効 果につ いて はど

のように考えておられますか伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 全 国 に多く のフ ァン がおら れる 人気ア イド ルの

応援 展示 という 特性 上 、従来 の情 報発 信と単 純に 比較す るこ とは

でき ませ んが、 従来 と 比べて 少な い費 用で大 きな 効果が 得ら れた

ものと考えております。

○岡田議長 田村議員。



○田 村議 員 分 かり ま した。 この 展示 につき まし ては、 私も パソ

コン 一式 だった りＬ Ｅ Ｄライ ト、 バッ テリー 、バ ック、 ペン ライ

ト、 ファ ンクラ ブ会 員 証など 、私 の個 人のも のを 出させ てい ただ

いた り、 あと山 陰を は じめ、 全国 の「 おひさ ま」 から多 くの グッ

ズが 寄せ られま した 。 １月３ ０日 に第 一弾の 展示 をして 、２ 月１

９日 には 山口さ んの 生 誕祭仕 様に 模様 替えを する という こと で、

非常 に多 くのも のが 集 まった とい うこ とで、 複数 回来庁 され る県

外、 遠方 の方も いら っ しゃっ たと いう ことで ござ います 。こ の展

示に 際し ては、 私自 身 、任さ れち ゃっ たので 、運 営会社 であ るＳ

ｅｅ ｄ＆ Ｆｌｏ ｗｅ ｒ 合同会 社、 また 県政策 戦略 本部広 報課 様、

また 日南 町まち 未来 創 造課様 をは じめ 、全国 の「 おひさ ま」 や多

数の グッ ズを提 供し て いただ いた 皆様 方と一 緒に 取り組 んだ とい

うこ とで 、実は あし た の撤収 作業 にも 来てい ただ くとい うこ とで、

非常 にあ りがた い状 況 がござ いま す。 これに つい て、先 ほど 非常

に大 きな 経済効 果が あ ったと いう ふう に本市 考え るので あれ ば、

当然 感謝 の言葉 とい う のはあ って いい んじゃ ない かと考 えま すが、

見解を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 ま ずも っ て、こ のた びの 展示に つき まして は、 多数

のお 客様 、ファ ンの 皆 様にこ の米 子の 地、そ して この米 子市 役所

にお 越し くださ いま し たこと 、心 から 感謝を 申し 上げま す。 そし

て展 示に 当たり まし て は、田 村議 員を はじめ 、ま た鳥取 、島 根、

そし て全 国の日 向坂 ４ ６のフ ァン の皆 様であ りま す「お ひさ ま」

の皆 様に 御協力 をい た だきま した こと 、さら に大 使制度 の所 管で

あり ます 鳥取県 、そ れ から関 係機 関の 御協力 の下 に応援 展示 を開



催で きま したこ とに 、 心から 感謝 を申 し上げ ます 。そし て、 本日、

展示 終了 後です けれ ど も、本 市の ＳＮ Ｓにお きま して、 御協 力を

いた だき ました ファ ン の皆様 と、 そし てＳＮ Ｓの 投稿に 関心 を持

って いた だいた 全国 の 「おひ さま 」の 皆様に 向け たお礼 の投 稿を

して感謝の意を伝えたいと考えております。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 市長か ら力 強い感 謝の 言葉

がご ざい ました 。全 国 の「お ひさ ま」 の皆さ んも 喜んで おら れる

と思います。

こ の今 回の展 示に 際 して、 一つ ちょ っと残 念だ なと思 うこ とが

ござ いま した。 秘書 広 報課さ んせ っか くやっ てい ただい て、 だっ

たん です が、市 のホ ー ムペー ジ上 で観 光課と か観 光協会 がこ れの

告知 をさ れてな かっ た んです ね。 やは り人に 来て もらう とい う思

いは 一緒 なんで すけ れ ども、 そう いう ものが なか ったと いう こと

についての見解を伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 こ の たびの プロ モー ション につ いてで もそ うで

すけ れど も、本 市へ 誘 導する 施策 を実 施する 際に は、こ れま でも

担当 の秘 書広報 課と そ れぞれ 観光 部局 が必要 に応 じて連 携を 図っ

てき たと ころで はご ざ います けれ ども 、今後 とも 一層連 携を 密に

して 効果 的な施 策と な るよう に努 めて まいり たい と考え てお りま

す。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 よ ろし く お願い しま す。 私自身 せっ かくい いコ ンテ

ンツがあったのにという思いがしております。



今 回、 非常に いい ト ライア ルの 企画 として は、 既存の ショ ーケ

ース を移 動させ て中 身 を見せ るも のに したと いう ことで 、非 常に

成功 事例 じゃな いか と いうふ うに 私は 考えて おり ますが 、現 在、

玄関 の正 面横に ある 横 長のシ ョー ケー スにつ いて 目を転 じま すと、

もう やは り色あ せた り とか空 間が 非常 にもっ たい なく使 われ てる

とい うよ うな状 況が 見 られま す。 これ につい ては リニュ ーア ルし

たほうがいいんじゃないかと考えますが、見解を伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 議 員 さん御 紹介 いた だきま した 先ほど のシ ョー

ケー スに ついて でご ざ います けれ ども 、あの ショ ーケー スに は一

般社 団法 人中海 ふる さ と物産 振興 会、 いわゆ る米 子ええ もん 会の

地元 の銘 菓など 、地 域 産品の 展示 、ま た地酒 やガ イナー レ関 連の

グッ ズな どを展 示し て いると ころ でご ざいま す。 展示品 の中 には

言わ れま すとお り色 あ せてい るも のも あるこ とか ら、地 域産 品な

どの より 効果的 なＰ Ｒ となる よう に、 展示内 容に ついて 関係 団体

などと協議をしてまいりたいと考えております。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 よ ろし く お願い をい たし ます。 先ほ ども言 いま した

が、 この ショー ケー ス の利活 用に つい てはよ い成 功事例 がで きた

と考 えま すし、 今回 の 大型の 、今 まで 姉妹都 市交 流のも のが 飾ら

れて たあ れなん です け ど、あ のシ ョー ケース につ いてな んで すけ

ども 、今 後も冒 頭言 わ れた本 市Ｐ Ｒ大 使の紹 介で あると か、 鉄道

のま ち米 子など の広 報 、ＪＲ さん など から譲 渡さ れたこ うい うヘ

ッド マー クとか 、私 も ＨＯゲ ージ 何両 も、４ ５年 前の米 子駅 、走

っと った ものを 全て 持 ってお りま すん で、そ うい ったも のを 並べ



たり とか 、いろ んな 見 せ方が ある なと いうふ うに 感じて おり ます。

そう いっ たもの に今 後 そうい った 活用 という のは できな いも のか、

見解を伺います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 正 面 玄関の 横長 のシ ョーケ ース につい てで ござ

いま す。 もちろ ん協 議 をする 必要 はあ るとは 思っ ており ます が、

議員 が言 われる よう な 活用方 法も その 一つだ とい うふう に考 えて

おり ます 。展示 の内 容 や時期 、状 況に 応じて 本市 のＰＲ につ なが

るように有効に活用してまいりたいと考えております。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ぜ ひお 願 いをい たし ます 。市民 の方 、私も 声聞 くと、

ああ 、い いねと いう ふ うに言 われ まし た。ま た、 後ろ壁 の間 に幕

を張 って 、手前 にあ る ものが よく 見え たよと いう ことで お褒 めの

言葉も頂戴しておりますので、お伝えしたいと思います。

今 回、 実施し てい た だいた この 展示 、特別 展示 につい て、 市民

の浸 透は 幾ばく かは 図 られた とい うふ うに感 じま すし、 全国 の反

応と いう のも実 際見 て いただ けた と思 います 。こ れをも って 例え

ば今 年の がいな 祭に こ のお二 人を 中心 とした メン バー等 を招 聘す

ると いう ことを 考え ら れない か。 ぜひ これを 要望 したい と思 いま

すが、見解を伺います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 が い な祭へ の御 提案 でござ いま す。米 子が いな

祭の 企画 内容に つき ま しては 、米 子が いな祭 振興 会の実 行委 員会

の中 にあ ります 企画 実 行本部 が企 画い たしま して 、実行 委員 会の

承認 を得 て実施 して い るとこ ろで ござ います 。い ただき まし た意



見に つき まして は、 実 行委員 会に お伝 えした いと 考えて おり ます。

皆さ んに 楽しん でい た だける よう な祭 りとな りま すよう 、実 行委

員会 の中 で検討 して い ただく こと にな るので はな いかと 考え てお

ります。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 ぜひお 願い をした いと 思い

ます。

今 回、 米子市 の対 応 として 、Ｓ ＮＳ 等で非 常に 反応が よか った

のが 、連 休中の 特別 開 庁、こ れに つい ては非 常に ありが たい とい

うこ とで 、遠方 から で も行き たい とい う声が 多数 あった とい うこ

とで 、行 政とし て、 話 が分か る行 政っ ていう んで すかね 、フ ァン

の心 理を くすぐ ると い うこと がで きた という ふう に思い ます 。昨

年、 宮崎 県でひ なた フ ェスと いう 大き なイベ ント があっ たん です

が、 これ も行政 が挙 げ て連携 を取 って 実施し たと いうこ とで 、非

常に 大き な経済 効果 が ござい まし た。 また、 今回 の取組 を受 けて、

鳥取 県で のフェ スと か ライブ とい うも のの期 待の 声って いう のは、

実は 高ま ってお りま す 。私も 一「 おひ さま」 とし て、こ のイ ベン

トが ぜひ 開催で きる よ うにと いう ふう に願い を込 めつつ 、次 の質

問に向かいたいと思います。

最 後、 米子城 跡の 復 元とに ぎわ い創 出につ いて ・１８ とい うこ

とでお伺いをいたします。

いつ も お聞 きし て おり ます が 、現在 の 進捗 状況 に ついて お 伺い

します。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 今年度 は湊 山公 園側の 登城 路と三 の丸 広場



の整 備工 事を実 施し て ござい ます 。湊 山公園 側登 城路の 整備 工事

につ きま しては 、湊 山 公園か ら内 膳丸 別れま での 未整備 区間 ５３

メー トル の整備 を完 了 し、令 和６ 年１ ２月に 供用 を開始 して おり

ます 。三 の丸広 場整 備 工事に おき まし ては、 敷地 造成、 排水 設備

の設 置な どの整 備を 実 施して いる とこ ろでご ざい ます。 排水 施設

工事 の工 法見直 しに 不 測の日 数を 要し たため 、若 干工事 の遅 れが

生じ てい る状況 です 。 なお、 本件 によ りまし て次 年度の 三の 丸広

場の 整備 工事に 影響 は 生じな いも のと 考えて ござ います 。以 上で

す。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 よ く分 か りまし た。 新年 度の予 算案 を見さ せて いた

だき ます と、こ こか ら 三の丸 の排 水施 設工事 の工 法見直 しと いう

文言 が見 てとれ まし た 。これ につ いて 繰越明 許で すか、 これ につ

いての実態どのようなことがあったのか伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 三の丸 広場 排水 施設工 事の 見直し につ きま

して は、 受注業 者が 事 前に調 査を した ところ 、既 に埋設 をさ れて

おり ます ガス管 と電 力 管が支 障と なり 排水施 設の 施工に 影響 が生

じる こと が判明 した た め、設 計変 更を 行った もの でござ いま す。

以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 次に 、内 堀の表 出保 存につ いて の方

針を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 内堀に つき まし ては、 発掘 調査に より まし



て位 置や 規模、 石垣 な どが確 認さ れて おると ころ でござ いま す。

整備 につ きまし ては 、 遺構に 影響 が生 じない よう に配慮 した 上、

カラ ー舗 装の平 面表 示 、解説 板の 設置 を行い 、内 堀を境 界と して

その 内部 を城郭 を実 感 してい ただ ける よう整 備を 進める こと にし

ております。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ぜ ひこ れ もお願 いし たい と思い ます 。先般 配ら れま

した 広報 よなご 最新 号 におい て、 見開 き大判 の整 備後の イメ ージ

図が 添付 されて おり ま した。 非常 に見 やすい もの で、市 民の 方も

こう なる んだと いう こ とで周 知が 図ら れたこ とは よかっ たと いう

ふう に思 ってお りま す 。また 、内 堀か らの本 丸へ の眺め とい うも

のに つい ては、 これ 文 化庁で 私も 度々 訪問し た際 に言わ れた のが、

やは り内 堀から 通し て 見るダ イナ ミッ クな全 体像 がコン パク トで

かつ 壮大 な米子 城の 最 大の魅 力な んだ という ふう に史跡 調査 官は

おっ しゃ ってお られ ま したの で、 言わ ば見ど ころ として の整 備、

これが着実に進みますようお願いをしたいと思います。

次 、以 前、こ れ御 答 弁、私 も質 問で お訴え した んです けれ ども、

キャ ラク ターで すね 。 米子城 跡、 これ のキャ ラク ターが ない とい

うこ とに ついて 、ぜ ひ つくり ませ んか と申し 上げ たら、 つく りま

せん とい うふう に言 わ れまし た。 これ まだ変 わっ てない んだ なと

思う んで すけれ ども 、 民間、 例え ば下 町観光 の皆 様方の 中で は、

もう つく らいや と、 市 がやら んだ った らみた いな 動きが 見て とれ

ます。市の見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市が 米子 城跡 の魅力 発信 に取り 組ん でい



る中 、民 間にお かれ ま して米 子城 跡の ＰＲの ため にキャ ラク ター

を作 成を してい ただ く ことを はじ め、 様々な 取組 をして いた だい

てる こと につき まし て は、大 変感 謝を してお りま すし、 その お取

組に つい てとて もあ り がたい もの とい うふう に考 えてお りま す。

以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが た いんだ けれ ども 、私も 作品 見させ てい ただ

きま した が、こ れは も うプロ のデ ザイ ナーが つく られた 非常 にす

ばら しい もので した 。 かわい らし いっ ていい まし ょうか 。こ れこ

のま まい くと非 公認 キ ャラと なっ てし まいま す。 どちら かの 町で

もそ うい ったキ ャラ ク ターと いう のは よくあ るこ とかも 分か りま

せん けれ ども、 やは り それは しっ かり と感謝 の意 がある ので あれ

ば、 検討 してい くと い うこと は非 常に 重要じ ゃな いかな とい うふ

うに感じます。この見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 現時点 にお きま して米 子城 跡に公 式の キャ

ラク ター を置く とい う 考えは 持っ てお りませ ん。 しかし なが ら、

民間 の皆 様から 大切 な 御意見 を伺 いな がら、 米子 城の魅 力発 信を

引き続き努めたいと考えております。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 今 御答 弁 いただ いた 一つ 希望を 持つ とする なら ば、

現時 点で という こと で お答え をい ただ いたと いう ことで 、前 向き

に私 は取 りたい なと い うふう に思 いま す。全 国お 城ＥＸ ＰＯ など、

そう いっ たイベ ント が あるん です けれ ども、 そこ にはも うほ とん

ど必 ずと いって いい ほ どその 町の お城 のキャ ラク ター、 ゆる キャ



ラ、 昨日 もそう いう 話 題出て まし たけ れども 、そ ういっ たも のが

どん どん 出てく るん で すね。 米子 城だ けがな い、 つくら ない とい

うこ とを いつま でも あ らがっ たっ て駄 目なん じゃ ないか な。 ぜひ

前向 きに これは 作成 す るとい うこ とを 検討い ただ きたい 、要 望し

たいと思います。

こ れニ ュース にな り ました が、 福岡 市の福 岡城 、ここ が資 料の

解析 をし たとこ ろ、 福 岡城天 守が 存在 したん だと いうこ とを 確認

し、 市長 が発表 され 、 外観復 元を 目指 すとい う発 表がご ざい まし

た。これ米子市もまねできませんかね。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 福岡市 にお かれ まして 、民 間の団 体か ら市

に対 し、 福岡城 天守 の 復元的 整備 に関 する要 望書 が提出 され たこ

とに つい ては、 認識 、 承知し てお ると ころで ござ います 。本 市に

おき まし ても、 史跡 米 子城跡 整備 基本 計画に 基づ き、他 の自 治体

での 取組 事例も 参考 に しなが ら米 子城 跡に適 した 整備を 進め たい

と考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 他 市の 状 況を参 考に して という お話 であり ます ので、

申し 上げ ますと 、米 子 城の中 の四 重や ぐらに つい ては、 復元 に十

分な 資料 はある んで す けれど も、 写真 がない とい う状態 であ りま

す。 しか しなが ら、 復 元は可 能で ある と私も 考え ますし 、専 門の

方も でき るとい うふ う におっ しゃ って おられ まし た。鳥 取城 跡に

つい ては 、写真 １枚 か ら図面 を起 こし 、擬宝 珠橋 の復元 を実 施し、

現在 、三 重やぐ らの 復 元まで 検討 され ておら れま す。こ のよ うな

動きを受けて、本市の見解を伺います。



○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 四重や ぐら の復 元につ きま しては 、米 子城

跡の 歴史 的価値 を損 な うこと がな いよ うに、 今後 の発掘 調査 や史

資料 収集 の成果 を踏 ま え、判 断す るこ とにな ると 考えて ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 史 跡米 子 城跡整 備基 本計 画の中 の歴 史的建 造物 の復

元整 備と いう項 にお い て、四 重や ぐら は、四 重や ぐらに つい ては

絵図 にそ の位置 や形 状 をうか がい 知る ことが でき 、１８ ４７ 年、

一連 の差 図に建 物規 模 や構造 が記 され ている 。今 後の詳 細発 掘調

査で 礎石 の位置 を確 認 すると とも に、 写真等 新た な資料 の収 集に

努め 、基 礎デー タが そ ろった 段階 で復 元整備 の可 能性に つい て検

討す ると いうふ うに 力 強くう たっ てい ただい てお ります 。こ れ、

市民 のも う本当 に希 望 でござ いま す。 ぜひと もこ の１５ 年計 画の

中で 既に もう５ 年が 経 過して おり ます ので、 いよ いよ発 掘調 査、

そし て復 元検討 とい う ものに 入っ てい ただき たい なと思 うん です

が、 この 米子城 が少 し でも顕 在化 し、 観光の シン ボルと なる ため

には 、や はりこ の復 元 要件を 満た し、 また外 観復 元等含 め、 四重

やぐ らの 復元の 検討 を 開始す べき だと 、もう 既に 開始す べき だと

考えますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子城 跡の 整備 につき まし ては、 史跡 米子

城跡 整備 基本計 画に 基 づき順 次整 備を 進めて おり まして 、現 在は

三の 丸の 広場の 整備 に 注力し てい ると ころで ござ います 。三 の丸

の整 備が 完了し た後 に は二の 丸整 備に 着手す るこ ととし てお りま



す。 その 後に四 重や ぐ らを含 めた 本丸 の発掘 調査 を実施 する こと

にし てお りまし て、 そ の調査 成果 など を踏ま え、 本丸の 整備 方法

について判断することになると考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 よ ろし く お願い しま す。 平成２ ８年 、私は 古写 真の

発掘 をす べきだ とい う ことで 、そ の後 、市広 報に バナー が載 り、

最古 の明 治６年 の写 真 が出て きた とい うこと でご ざいま した 。こ

れに つい ては、 ぜひ 継 続して いた だき たいと いう ふうに 思い ます

し、 資料 の収集 はこ の 発掘調 査と 並行 してし っか り取り 組ん でい

ただきたいと思います。

い よい よもう 最後 ３ ０秒と なり ます が、も う度 々議員 から も発

言が ござ います が、 こ の年度 末で 御卒 業され る皆 様、本 当に 今ま

であ りが とうご ざい ま した。 また 、こ の議場 にお られな い皆 様、

市役 所職 員の皆 様に も 心から 感謝 申し 上げた いと 思いま す。 また、

伊木 、伊 澤、市 長、 副 市長に おか れま しても 、非 常にお 世話 にな

りま した 。また 、こ の 議場で お会 いし たいと 思い 、力強 くこ の思

いを お伝 えし、 私の 質 問を終 わり たい と思い ます 。今ま であ りが

とうございました。皆様、ありがとうございました。

○岡田議長 以上で市政一般に対する質問は終わりました。


